
会  議  録 

 

会議名 令和５年度第１回佐久市地域包括支援センター運営協議会 

日 時 令和５年５月３１日（水） 午後１時～２時４５分 

場 所 佐久消防署 ３階 講堂 

出席委員 菊池小百合 委員、岡田稔 委員、野村裕行 委員、今牧健之 委員、

磯貝源夫 委員、小林光男 委員、池田鐘三 委員、 

柳沢喜美子 委員、井出進 委員、関澤加代 委員、 

森泉邦夫 委員 （１１名／１４名） 

事務局 遠藤福祉部長 

高齢者福祉課：井出課長、吉江課長補佐、小山係長、菊池専門員、 

吉澤専門員、佐藤（千）、渡辺、佐藤（加） 

臼田支所：高橋支所長、小林 

浅科支所：大工原企画幹、佐藤（優） 

望月支所：丸山支所長、神津 

佐久平・浅間地域包括支援センター：坂本管理者 

岩村田・東地域包括支援センター：神津管理者、依田 

中込地域包括支援センター：佐々木管理者 

野沢地域包括支援センター：仁科管理者 

臼田地域包括支援センター：由井管理者 

浅科・望月地域包括支援センター：白石管理者 

傍聴人 なし 

次 第 １ 開会 

２ 福祉部長あいさつ 

３ 協議事項 

（１）地域包括支援センター運営関係 

 ア 令和４年度地域包括支援センター収支決算及び事業報告 

 イ 令和５年度地域包括支援センター収支予算及び事業計画 

（２）地域包括ケア関係 

（３）その他 

４ 事務連絡 

５ 閉会 
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井出課長 
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事務局 

 

井出課長 

 

 

 

 

 

 

 

【開会】 

 

皆様、こんにちは。福祉部長の遠藤修と申します。 

委員の皆様におかれましては、日頃より、市の保健福祉行政にご理解

ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、全国的に進行している人口減少、少子高齢化は、佐久市におき

ましても重要な課題の１つとなっております。本市における高齢者人

口は、令和５年４月１日時点で３０，５３２人、高齢化率は３１．２％

という状況で、これは年々上昇している状況でございます。また、高

齢化率を地区別で見てみますと、長土呂地区が１７．７％であるのに

対し、望月地区は４１．７％と、地域間の格差も広がっているという

課題もございます。このような状況の中、今年度は佐久市におきまし

て、令和６年度からの３年間を１期とする「佐久市老人福祉計画・第

９期介護保険事業計画」の策定を現在進めているところでございます。

特に、第９期計画期間中には、団塊世代の皆様方が７５歳以上となる

令和７年を迎えることとなります。従いまして、当市の実態に応じた

地域包括ケアシステムの推進に向けた取り組みや地域包括支援センタ

ーの関わりがますます重要なものと考えております。 

本日の協議会では、地域包括支援センターの運営に関すること、また、

事業に対する評価などのご審議をお願いするものでございます。市内

高齢者の皆様が、できる限り住み慣れた地域で、自分らしい生活がで

きる、そんな佐久市であり続けるために、委員の皆様方には、忌憚の

ないご意見をいただきますよう、お願い申し上げまして、簡単ではご

ざいますが、あいさつとさせていただきます。本日はよろしくお願い

いたします。 

 

【事務局自己紹介】 

 

【新任委員紹介】 

・佐久市区長会 

池田喜忠委員から磯貝源夫委員へ変更 

・佐久市居宅介護支援事業者連絡協議会 

金箱明美委員から関澤加代委員へ変更 

・長野県弁護士会佐久在住会 森泉邦夫委員 
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岡田会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

岡田会長 

 

 

池田委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

磯貝委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

会長の岡田でございます。改めましてよろしくお願い申し上げます。 

当協議会は、地域包括支援センターの円滑かつ適正な運営、地域包括

ケアの推進に向けて協議を行うものでございます。活発な協議となり

ますよう、皆様方のご協力をよろしくお願い申し上げます。 

それでは、次第に沿いまして、３の協議事項に入ります。（１）地域包

括支援センター運営関係「ア 令和４年度地域包括支援センター収支

決算及び事業報告」資料Ｎｏ．１－１から１－４まで、事務局より説

明願います。 

 

【資料Ｎｏ．１－１～１－４説明】 

 

事務局より、資料Ｎｏ．１－１から１－４について説明がありました

が、ご意見ご質問等ございましたらお願いします。 

 

８ページ、介護予防支援及び介護予防ケアマネジメント委託先事業所

の一覧を見ますと、その中で浅科薬局は「薬局」ですが、どのような業

務を行っているのでしょうか。具体的には、地域包括支援センターが

浅科薬局へ定期的に訪問しているのか、それとも浅科薬局のお客さん

を地域包括支援センターへ紹介しているのか。地域包括支援センター

との関連はどのようなところにあるのか教えていただきたい。 

 

浅科薬局は、薬局業務とは別に居宅介護支援事業所として指定を受け

ています。ケアマネジャーが在籍し、主に要介護認定を受けた高齢者

のケアプランの作成を行っています。この一覧表が示しているのは、

地域包括支援センターが行うこととなっている要支援者・総合事業対

象者のケアプラン作成に関する業務の一部を浅科薬局へ委託してい

る、ということです。 

 

令和４年度収支決算書について伺います。収入と支出が同額となって

いますが、「収入を使い切った」「次年度への繰り越しはない」という

理解でよろしいでしょうか。 

 

はい。地域包括支援センターの運営財源は、市からの委託料とケアプ

ラン作成による介護報酬の２つがあります。これらの収入よりも支出

が上回っている状況であり、不足分を「法人負担金」という形でカバ

ーしていただいています。したがって、次年度への繰り越しはない状
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菊池委員 

 

 

事務局 

 

 

菊池委員 

 

 

 

岡田会長 

 

 

 

事務局 

 

岡田会長 

 

 

池田委員 

 

 

 

 

 

 

岩村田・東

包括 

 

 

 

池田委員 

 

 

況です。 

 

資料Ｎｏ.１－２の相談件数について伺います。こちらに掲載の件数

は、実数でしょうか。 

 

相談を受理した延数です。同じ方から複数回相談があれば、その相談

毎に１件ずつ計上されます。 

 

佐久平・浅間圏域の高齢者人口は６包括の中では少ないですが、権利

擁護に関する相談件数が他の包括よりも多いように思います。これは、

集計方法によるものだと理解しました。 

 

委員の皆さんありがとうございました。頂いた意見をもとに、事務局

で更なる検討をお願いします。 

続いて、資料Ｎｏ．１－５について、事務局から説明願います。 

 

【資料Ｎｏ．１－５説明】 

 

事務局より資料Ｎｏ．１－５について、説明がありましたが、ご意見

ご質問等ございましたらお願いします。 

 

１６ページ、岩村田・東包括の取り組みに「認知症高齢者の徘徊予防・

対策としてＧＰＳどこニャンを社会資源としてケアプランへ取り入れ

られるように、中部電力ミライズとも連携を取り合い事業所連絡会で

事業所向けに勉強会を開催した。６包括へデモ品の貸し出しにも繋が

った。」とあります。非常に素晴らしい取り組みだと思います。６包括

への貸し出しの後、個人への貸付もあったのでしょうか。 

 

ＧＰＳ機器は様々な商品があり、「どの機器にすればよいか」との声が

多く寄せられています。個別支援の中で中部電力の担当者と意見交換

をする機会があり、市内６包括に対してデモ機の貸し出しをしていた

だくことになりました。 

 

個人への貸付までは至っていないということでしょうか。 
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岩村田・東

包括 

 

磯貝委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関澤委員 

 

 

 

 

 

岩村田・東

包括 

 

 

 

関澤委員 

 

 

岩村田・東

包括 

 

 

関澤委員 

 

 

岩村田・東

包括 

はい。 

 

 

佐久平・浅間包括の事業実績を見ると、区長や区長会との関わりが重

要であると感じました。一方で地域包括支援センターの役割について、

各区長の認識の度合いに差があるのではないかと感じています。セン

ターの皆さんは日々大変な思いで活動されていると思いますが、１人

でも多くの方にセンターの活動を知っていただくために、更なる周知

活動が必要だと考えます。例えば、高瀬区長会は毎月区長会を開いて

いますので、そういった場面を是非活用していただきたい。区長会と

してもできる限りの協力はしたいと考えていますので、引き続きよろ

しくお願いします。 

 

１６ページ、岩村田・東包括の取り組みに「若年性認知症の方の居場

所や働き口について、地域のグループホームと連携を取り有償ボラン

ティアへの仕組みを構築した。」とありますが、ケアマネとして、とて

も興味があります。どのようなプロセスで仕組みの構築に至ったのか、

具体的な内容を教えていただきたいです。 

 

仕組みは構築中であり、今後の展開については手探りの状況にありま

す。若年性認知症の方は、「まだ役割がある」「役割を持つことができ

る」「介護保険サービスなどの支援を受けるだけではなく地域の中で活

躍できる」ということを支援者間で認識の共有を図りました。 

 

仕組みは構築中ということですが、有償ボランティアの仕組みに関し

て進捗を教えてください。 

 

グループホームは人材不足で年齢を問わず職員を探していました。「地

域で働ける方がいたら紹介してほしい」との話があり、当初から有償

ボランティアの検討をしていただいた経過があります。 

 

「年齢を問わない」ということであれば、高齢者の方も含めて、そこ

でできることがあれば活躍ができる、ということでしょうか。 

 

その通りです。 
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一般的に若年性認知症の方について、「役割を持つ」ということは当事

者が求めることであり、大切な視点であると言われています。全国的

に見ますと、Ｂ型就労支援に行かれる方が多いと思います。今回、グ

ループホームの有償ボランティアにつながったということで、その経

緯などを改めて教えていただきたいです。グループホームの有償ボラ

ンティアの事例はあまり聞いたことがなかったので、よろしくお願い

します。 

 

この事例については、福祉就労や地域活動支援センターなどの検討も

行いましたが、ご本人の認知症の進行状況から、そこでの対応は難し

いのではないか、との経過の中、先ほどの説明のとおり、岩村田・東包

括がグループホームから施設の人材不足のお話を伺っていました。そ

こで、もしかしたらグループホームであれば上手い具合に役割が得ら

れるのではないか、との考えから、現在それに向けて話を進めている

状況です。 

 

委員の皆さんありがとうございました。頂いた意見をもとに、事務局

で更なる検討をお願いします。 

次に、「イ 令和５年度地域包括支援センター収支予算及び事業計画」

について、事務局から説明願います。 

 

【資料Ｎｏ．２－１～２－２説明】 

 

事務局より、「イ 令和５年度地域包括支援センター収支予算及び事業

計画」について説明がありましたが、ご意見ご質問等ございましたら

お願いします。 

 

事業計画の中にサロンの話がありましたので、社会福祉協議会の立場

から一言申し上げます。コロナ前は１４０地区でサロンが開催されて

いましたが、コロナ禍においては４０地区でしか開催ができませんで

した。今年はコロナが落ち着いてきたこともあり、再開するサロンも

いくつかあります。再開にあたっては、地域包括支援センターの皆さ

んにも大変お世話になると思いますのでよろしくお願いします。 

また、私自身、数地区のサロンに参加させていただきましたが、男性

の参加者が少ないように思います。男性参加者を増やす取り組みは、

社会福祉協議会でも検討していますが、地域とのつながりのある地域
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包括支援センターの皆さんからも良い案があれば、教えていただきた

いです。 

また、サロンは民生委員だけが中心となってやらなければならないも

のでもありません。上塚原区は、特に区長のリーダーシップのもとサ

ロンの開催に至りました。サロンの立ち上げや運営は、区長、民生委

員、シニアクラブなど地区によって様々です。こういったことも踏ま

えて、サロンの再開、立ち上げなどご協力をいただきたいと思います。 

 

委員の皆さんありがとうございました。頂いた意見をもとに、事務局

で更なる検討をお願いします。 

次に、（２）地域包括ケア関係について、事務局から説明願います。 

 

【資料Ｎｏ．３－１～３－２説明】 

 

事務局より（２）地域包括ケア関係の説明がありましたが、ご意見ご

質問等ございましたらお願いします。 

次に、（３）その他について、皆さんから何かございますか。 

 

当会は、以前は老人クラブという名称でしたが、一昨年からシニアク

ラブという名称で活動しています。クラブの数は年々減っていまして、

平成２８年には６４クラブ、会員数が約４，０００人いましたが、そ

れから８年経ち、４２クラブ、会員数は約２，５００人になりました。

シニアクラブは任意団体であることもあり、「どこに属しているか」「ど

ういう活動をやっているのか」「年寄りの集まりで何をやっているのか

わからない」という声をいただいています。佐久市には行政区が２４

０ありますが、クラブは４２しかない状況です。 

本日は地域包括支援センターに関する会議で、地域包括支援センター

の支援対象は高齢者であるということで、私どもは非常に恩恵を被っ

ている立場にあります。当会の事務局は社会福祉協議会にあり、その

支援を受けながら活動をしていますが、任意団体であるために、放っ

ておくとどんどん解散して、数が減ってしまう。どうして解散してし

まうかというと、高齢になって次の役員体制が組めないから。それか

ら、シニアクラブは６５歳から入会できますが、実際は７０歳以上に

ならないと入ってこない。そういう中でシニアクラブの目的は、健康

づくり、仲間づくりや社会に対する奉仕という形で健康寿命を伸ばそ

うとしている団体です。こうした介護予防にも非常に力を入れて進め
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てはいますが、会員が高齢になってしまって、クラブが解散してしま

う。私としては非常に悩んでいる最中です。 

先ほど、社会福祉協議会の小林会長からもいきいきサロンに関して話

がありました。地域包括支援センターでもサロンを立ち上げている。

こうしたサロンもシニアクラブと連携をしてもらっています。シニア

クラブは高齢化対策の中で大きな位置付けにあり、対策が必要な団体

だと思いますが、それを放っておきますと、一生懸命事業をやってい

ても、この解散の問題に直面してしまいます。先ほど、「自助・互助・

共助」という話や、「元気高齢者が『支えられる側』ではなく『支える

側』になる」との話がありました。しかし実際は、ここ数年のコロナの

影響もあり、「支える側」の高齢者よりも「支えられる側」の高齢者が

増えてきてしまっている。昨日も長野県のシニアクラブの会議があり

ましたが、このことは全県的な課題となっています。 

そこで提案ですが、高齢者が元気に長生きをして、介護予防をしてい

くという目的があるならば、任意団体ではなく、行政区の組織として、

シニアクラブをその構成団体として位置付けていただきたい。 

先日、区長総会があり、高齢者福祉課からシニアクラブへの入会のお

誘いのパンフレットを配布していただきましたが、お誘いだけではこ

の解決は難しいので、できれば区の組織の中、公民館などの団体と同

じ位置付けで、シニアクラブも構成団体にしていただければ、色々な

面で連携が捗るのではないかと考えています。 

シニアクラブの運営は市の補助金を得ながら、区の補助金をもらって

いるところ、もらっていないところ、会費を取るところ、取らないと

ころ、色々なケースがありますが、そういったことは地元に任せると

しまして、やはり、この行政区の中に組織として、シニアクラブを位

置付けていただきたいなと。福祉部長さんはじめ、行政の皆さんがお

りますので、皆さんに協力していただいて、社会福祉法で定められて

いる団体でもありますので、区の構成団体の位置付けにしていただき

たい、ということをご提案申し上げて、私の意見にさせていただきま

す。よろしくお願いいたします。以上です。 

 

その他ないようであれば、このことについては行政の方でご検討をい

ただきたいと思います。 

それでは、４事務連絡について事務局よりお願いします。 
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事務局 

 

岡田会長 

 

 

 

 

柳沢委員 

 

 

 

 

井出課長 

 

【事務連絡】 

 

委員の皆さん、何かご意見ご質問等ございましたらお願いします。 

ないようですので、以上をもちまして、すべての協議事項が終了いた

しました。委員の皆さんには、議事進行にご協力いただき、ありがと

うございました。 

 

会議とは関係ありませんが、１１月１２日（日）に、歯科医師会、栄養

士会、歯科衛生士会３団体の共催でフレイル予防、オーラルフレイル

予防の教室を開催します。地域包括支援センターの皆様、どうぞお越

しください。 

 

【閉会】 

 

 


